
開催趣旨： 学生調査には、学生の学びや意識を捉える多くの手がかりが含まれています。
しかし、その情報をどのように整理・分析し、実際の改善や支援に活用していくかは、多くの
大学に共通する課題でもあります。本ワークショップでは、自由記述のテキスト分析やパネ
ルデータ分析を取り上げ、学生調査データの多様な活用方法を紹介するとともに、生成AI
の活用による新しいIRの可能性について考えます。学生の声をどのようにIRに活かすこと
ができるのか、実践事例を交えながら議論を深めていきます。

日程       ： 2026年7月31日（金） 13時～1６時４０分
実施方法 ： 対面のみ （※ フロアとのディスカッション・情報交換の場を作るため）
対象       ： IRに関わる教職員
テーマ   ： 学生の声をIRに活かす：テキスト分析、パネル分析、生成AIを通じたIRの実践

プログラム構成
・13:00 開会挨拶 上智大学 社会連携担当副学長 神澤 信行
・13:10～15:10 事例報告（話題提供）：

1. 在学生・卒業生調査データを活用するためのデータベース設計
関西学院 経営企画部 永井 良二

2. 学生調査のパネルデータ分析
上智学院 IR推進室 チームリーダー 鎌田 浩史

3. KH Coderを用いた新入生調査の自由記述分析
関西学院 経営企画部 一言 こころ

4. ChatGPTのエージェントモードはIR業務に使えるのか
上智学院 IR推進室 室長 相生 芳晴

・15:30～16:30 フロアディスカッション
・16:30 閉会挨拶
・17:00～18:30 情報交換・名刺交換会 （参加費：5000円）

ワークショップ終了後、11号館ラウンジにて情報交換会を開催予定です。
ご参加いただく場合は登録ページにて、申し込みをあわせてお願いいたします。

【申し込み締切】 ２０２6年７月20日（月）
【申し込み方法】 事前登録が必要となります。
下記URLからお申し込みください。
https://eipro.jp/sophia/events/view/IR20260731

【会場】 上智大学 四谷キャンパス ２号館 17階会議室
【主催】 上智大学・関西学院大学
【問い合わせ先】
学校法人上智学院 IR推進室 ir_office-co@sophia.ac.jp
学校法人関西学院 経営企画部（IR業務担当） 
KGIR@kwansei.ac.jp
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